
ふるさと歴史散歩「平沼」編

１ 六ヶ所村にもあった江戸時代の御台場（大砲場跡）
江戸時代初期から北浜街道泊村には、外

国船の見張りにあたる浦番所が 1 ヵ所、御台場が 1845
（弘化 2）～48（嘉永元）年に築造、1856（安政 3）
年には新旧合わせて 9 カ所に置かれていた。
(1)1644（寛永 21）年４月 26 日以降、盛岡藩は 20

カ所の浦番改めを行い、同心を派遣している。北
浜街道には、5 カ所。八戸物見崎、六戸浜根井、
東浦のうち泊、田名部のうち尻屋、同所尻労の 5

カ所に浦番所が置かれていた。
(2)1699（元禄 12）年「郷村古実見聞記」泊ノ崎と

中山崎の 2 カ所。泊村上町六助に御普請申付候。
(3)1804（文化元）年、南部領全体で 10 カ所に減り、

北浜街道では泊と志利屋の 2 カ所に減少。
(4)1808（文化 5）年、正月、領内海岸警備の員数を

幕府に届けた。七戸浦 192 人近村の猟夫に鉄砲を
交付。非常の場合警備隊に参加させることとした。

(5)1849 年（嘉永 2）年、七戸代官所の職制に、泊村
遠見御番人として 3 人の御給人が指名されている。

(6)1856（安政 3）年 4 月、公儀の達に基づき、南部
藩主利剛が領内を、漆戸茂樹を共に連れ巡視し、
泊、尾駮、平沼で台場を検分（遠浅を批判）。泊の
台場では射撃を試み、田名部大間沖では砲艦の演
習を行わせ、6 月 1 日に盛岡に帰っている。

(六ヶ所村史上巻Ⅱ 第 18 章より)

注１）南部  利剛（としひさ：1826 年～1896 年)は、陸奥国盛岡藩の第 15 代藩主。  第 13 代
藩主・南部利済(としただ)の三男。利済のころに築いた華美な新御殿や津志田の遊郭を廃止。
自身の 1 年間の費用を 210 両とし，平素は木綿を用い，油を節約するために夜食後は燭台
を行灯に換えたと言われている。また北方警備の強化にも努め，守備隊を派遣するなど国
事に尽くし，中将に任ぜられた。藩の教育振興にも力を注ぐ。1865(慶応元)年，藩校明義
堂を拡張して作人舘と改称，文学・武芸・医学 3 科の教育体制を整備。洋学校日新堂の開
設を援助。原敬など明治以降に活躍した優秀な人材が多数輩出された。しかし，藩政再建

に関して家老の楢山佐渡と，同じく家老で極端な改革を進める東政図（まさみち：中務）が対
立するなど，藩政は迷走。1868 年(慶応 4 年)に盛岡藩が戊辰戦争に敗れ，利剛は謹慎を命ぜ

られて東京へ護送される。そして同年 12 月に藩主の座を退き，嫡子利恭(としゆき)に家督を譲っ
た。温厚で情義に厚く，茶道や能楽，和歌などにも精通。歌集『桜園集』を残す。（盛岡市ＨＰより）

ろ
9：30 平沼集会場駐車場集合（日程説明と諸準備）→9：45 大砲場跡と川の一里塚→
10：00 平沼地区円筒分水工、久保の一里塚、馬除け土手見学→11：00 田面木遺跡と
平沼貝塚遺跡見学→12：30 現地解散

―１－



三百目玉唐銅御鋳筒

陣屋前の高札の想像図

２ 六ヶ所村の御台場と大砲（筒）について「海岸御台場御筒海岸炮台書」より

注２）北奥道中図とは、江戸時代に作成された陸路あるいは海路を記した絵地図のことである。今日の道路
地図と観光案内を組み合わせた要素を持つ。

(1) 筒・大砲について：日本では、洋式銃のように口径ではなく、発射する弾の大きさを

「玉目」すなわち重さであらわし区別した。

① 壱貫目木炮について

一貫目玉（3.75kg）の木製の大砲。一回使って終わり。戊辰戦争

では、こうした木製大砲が使われたこともあった。

② 三百目・五百目唐銅筒について
種 類    総長 砲身の長さ 砲身の内径  材料の青銅の重量

三百目玉唐銅御鋳筒 121.2cm 108.5cm  5.9cm    234.0kg
五百目唐銅御鋳筒  160.6cm 142.4cm  10.2cm   398.6kg

(2) 平沼の大砲台場と高札について
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高瀬川の河口や海岸より３００ｍほど西側の所に、高さ 5m 位の大
砲場（台場）があり、昔の高札場や大砲場といわれている。「奥通海岸
御巡検御用留」安政２年（1856）によると、寛文７年(1667)には海運、
天和２年(1682)にはキリシタン禁制、貞享５年(1685)には捨馬禁止、
正徳２年(1712)には船場等の高札を建てた記録が残されている。ま
た、「小高き所に大砲場三ヶ所、高札場あり」と記載がある。



3 つのお台場と流された陣屋と納屋２軒

地理院 MSI Maps と 「北奥道中図」より引用
平沼浜下り戸お台場の位置 地理院 MSI Maps より引用
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平沼浜下り戸お台場（ハマ折戸大砲場）の図 「北奥道中図」村史より引用

平沼浜お台場中程

平沼浜お台場南手

古川まで約２２０ｍ

波打ち際まで約６００ｍ
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３ 高瀬川河口川の一里塚「日向
かんたく

の舟碑」

川の一里塚 高瀬川河口干潟 贈 十和田高瀬川地区技術研究会
  建立 平成 4 年 10 月 7 日 建設省高瀬川総合開発工事事務所
自然保護思想を広めようと東北初の川の一里塚が完成したのは平成４年

(1992)10 月のことであった。現在地から 1 キロ程北側にあった高瀬川河口は、
時々河口がふさがれ、水があふれ出していた。特に昭和 33 年（1958）9 月に
は、洪水で小川原湖周辺は甚大な被害にあった。高瀬川の流下能力が低かったの
と、潮位波浪が原因であった。やがて放水路の築堤、加工導流堤の施工がなさ
れ、旧河口は干潟となった。その干潟に、コサギ、チドリ類の鳥や昆虫の外、シ
バナ等の塩沼地植物も見られるようになった。

一里塚は、上方９ｍ高さ２ｍの円錐台形をしており、干潟の成り立ちや植物等
の説明版が設置されている。また、村の木「黒松」が植栽され、塚の前には自然
石の記念碑もある。自然がそのままの姿で保存されていて、その潤いと触れ合う
ことのできる貴重な場となっている。

日向の舟
海があり、川があり、干潟がある 水辺の豊かな自然にふさわしい造形
を昔からのこの土地の舟に姿をかりて、人と水との深いつながりを抽象
し大宇宙を、豊かな水の惑星、地球のいとなみを象徴しました。

       1994 年 建立 六ヶ所村長 土田 浩
          協賛 建設省高瀬川総合開発工事事務所

（干潟のできるまで）
高瀬川河口左岸にある干潟は、通称「古川」と呼ばれ、その成因は、河口部左岸の導流堤の施工によ
り、河岸が固定されたために、旧河道が残り、それが干潟として現在にいたっている。それ以前まで
の河口は、主に現河口より、北側へ幾度となく変遷し、一時は鷹架沼の近くまで移動したこともあっ
たといわれている。

―４－



４ 平沼地区円筒分水工

平沼地区の高田にある円筒分水工は、農業用水などを一定の割合で正確に分配するために用い

られる利水施設で、円筒状の設備の中心部に用水を湧き出させ、円筒外周部から越流、落下する際

に一定の割合に分割される仕組みとなっている。

１ 前川から取水している。

２ 前川に水門の取水口がある。水深が浅いためか、下流に

  石を積んで堰を設け、水位を上げて取水しやすくしている。

３ 取水口から揚水機場（ポンプ２台）へと続く水路が整備されている。

４ 水槽に分水比に応じた仕切りが無く、流出量の調整はスライドゲート

  で行っているようである。

５ この分水工では上部から注ぎ入れるようになっているようである。

６ 穴の空いた金属板の下に揚水機場からのパイプの口があり、水はそこから水槽に注がれる。

先の金属板は注がれる水の勢いを殺ぐ減勢板である。

前川と取水口

揚水機場のポンプ

円筒分水工

平沼地区字高田にある円筒分水工の位置

―５―

前川と取水口

取水口から揚水機場



５「尾駮牧」「蟻渡牧」の土塁を探して

１ 「土塁」って、なぁに？

  古来、六ヶ所村とその近辺は、馬産地として有名でした。その牧場跡として

「土塁」が、六ヶ所村内にたくさんありました。近年、開発が進み耕作地が広

がることで、その「土塁」がなくなっています。地図上では、字名の境界線と

して残っています。平安時代に貴族が和歌に詠んだ「尾駮牧」や盛岡藩の南部

九牧の一つである「蟻渡牧」がどこに存在していたのかを明らかにする手がか

りとしての「土塁」を調査し、六ヶ所村の歴史的遺産として後世に伝えていく

ことが大切だと考えています。

２ 江戸時代の土塁の大きさは？ 高さ 180ｃｍ 根張 226ｃｍ

「御野馬別当御用留」の中の「有戸御野普請書上覚（宝

暦 11 年 4 月 18 日：1761 年 5 月 18 日）」の文に、土塁を作

る作業内容と土塁の大きさの記述がありました。

・ 新規に 450 間を木沢頭から釜沢頭まで。190 間は、古

い土手から木田橋の沢まで。〆て、642 間（642×  

1.8=1,155.6ｍ）。土塁の高さは６尺（180cm）、根張は七尺五寸（226cm）。

・ 一間につき人足 1 日当たり 3 人で仕事をする。一日あたり約 200 人動員し、

のべ 1926 人で、作業日数は十日で行う。

・ 倉内村肝入 孫八  平沼村肝入 市右衛門  鷹架村きも入 平十郎

尾駮村肝入 中之亟 泊村肝入 庄七     有戸肝入  勘十郎

横浜村  吉右衛門  御野守 兵七   

３ どこに土塁はあるの？赤い実線が、土塁があったところ

―６―

現在の土塁があるところ
は、林になっている



御料貸付地

                             
至野辺地

            御 料

          放  牧  地

                                  

                                 至倉内

４ 二階坂の御料地放牧地貸付願い

大正 12 年 6 月 24 日付、差出人平沼村の橋本佐助さんが、野辺地小林区所の

松岡森林主事宛の牛馬調査報告の手紙からわかることは、ここ「六ヶ所村平沼

字二階坂九二番」の面積は、32 町 1003 歩の御料放牧地で、病気の牛馬の保養

地に充てることを目的として貸付願いを出していたことでした。平沼村で牛

124 頭、馬 62 頭を飼っていました。

            田  面  木  沼(旧平沼)

放牧地

                                至平沼

六ヶ所村平沼字二階坂九二番 32 町 1003 歩

ちなみに、六ヶ所村の南側の丘陵地は、旧帝室林野局の上北事業区で、大正

時代までは放牧のための原野でした。大正 14 年から昭和 12 年までの間、同局
野辺地出張所の手によってアカマツ・クロマツを中心とする臨時造林が行われ、

その多くは、昭和後期に皆伐して樹種転換され、現在はスギ 50 年生前後の造林
地となった歴史があります。

５ 「尾駮牧」や「蟻渡牧」は、どこにあったのか？

菅江真澄の紀行文「おぶちのまき」（1793.12.4)では、出戸村の主人の話として、

「昔尾駮の牧（高牧）にいた駒が、同牧の木立が荒れ薄らいできたので、適地

を求めて移動し、尾駮と室ノ久保の間の、相の野に移り、そこが牧となったが、

ここも便宜がよくないので、野辺地に近い有度が牧となった。しかし、今は、

倉内の野に放牧されるようになったが、牧の名としては「有度野（ままの）」と

呼んでいる。」という趣旨の文が記されている。

木村文書蟻渡野発端からは、江戸時代には「往古有戸浜より倉内村近辺迄牧

野ニ御座候」とし、現在の有戸から倉内の間にあったことが読み取れる。

大正３年の地図に倉内軍馬補充部七戸派出所の倉内監守所が現千歳中学校の

場所に、現在の千歳の交差点付近に倉内監守所が記載されている。南部藩の蟻

渡野の毛無平村木戸があったところと考えられる。

―７―



平沼貝塚近景

平沼貝塚土器片や貝殻平沼貝塚石器 平沼貝塚石棒

田面木貝塚近景 石器（敲き石・石錘・石槍など）

田面木貝塚土器片

６ 六ヶ所村の貝塚
１ 田面木沼貝塚 ２８番
（1）六ヶ所村平沼字田面木 縄文時代早期・中期・

後期 貝塚
（2）縄文土器・石器、大小 3 つの貝塚。ヤマトシ

ジミ・イソシジミガイ・アサリ・オオノガイ。
２ 平沼貝塚 １５０番
(1)六ヶ所村平沼 縄文時代中期（榎林式）
(2)縄文土器・石器・骨角器（簪:かんざし）。ニホ

ンジカ、サメの歯、カキ、ハマグリ、オキシジ
ミガイ、アサリ。

(3)遺跡の規模は、東西 425m×南北 350m。貝層
は 1m、直径 12～13m の規模。

たお宝が

ざっくざく！

―８―

六ヶ所村平沼地区の遺跡図

※青森県遺跡地図より転載



旧平沼郵便局

ハシパ（橋本総本家֪

ウシロ（旧橋本旅館）

南カド

↨

カミノイエ

（旧橋本食料店）

オオヤ（大屋）
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